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根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
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要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名
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H30年度

2,549
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0

0

0

2,549

2,549

856
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R01年度

          20.08

3,061

0

0

0

0

3,061

3,061

総合計画　　１２３ページ　　予算書　　１８１ページ

少子化や子どもたちの野球離れにより，野球部員が不足し，出場辞退
や他の中学校と合同チームで参加する中学校が増加している。今後は
，参加中学校の見直しを行う必要がある。
審判員，高校生ボランティアについては，毎年同人数の協力があり，
必要人数は順調に確保されている。

第７１回北関東中学校野球大会の開催

【令和 2年度　事業内容】
第７２回北関東中学校野球大会の開催

【令和 3年度　事業内容】
第７３回北関東中学校野球大会の開催

【令和 4年度　事業内容】

毎年7月26日～7月31日の6日間の会期で，市内4会場において，北関東
中学校野球大会を開催する。
・野球部員には，選手として活躍していただくとともに，一生に残る
思い出を作ってもらう場を提供する。
・スポーツ愛好市民には，球場に足を運んでいただくためのＰＲを行
う。
・審判員及び中高生ボランティアには，支えるスポーツの醸成を図る
。

北関東中学校野球大会開催事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

茨城県，栃木県下の中学校野球部員
スポーツ愛好市民
市内野球審判員
中高生等ボランティア

2001

北関東中学校野球大会開催事業費

主要事業

01
10

継続　（昭和25年度～令和 2年度）

第2次世界大戦後の復興期に，少年達が少しでもスポーツをする機会
を増やす目的として，昭和25年7月から開催された。また，開催にあ
たっては，市民から寄付のあった土地を，当時の野球愛好家達が手造
りでグラウンドを整備し，第1回大会を迎えた。

06

選手間の交流や参加中学校相互の親睦を深めるとともに，青少年の強
健な体力と旺盛な気力を養い，心身の健全育成を図る。また，「する
」スポーツに加え，「見る」スポーツ，「支える」スポーツの振興を
図ることにより，ゆうきの生涯スポーツの向上に寄与する。

01

令和 2年度

重点事業

08 報償費
11 需用費
12 役務費
13 委託料
14 使用料及び賃借料
16 原材料費
19 負担金補助及び交付金

4未来を担う子どもと地域を支える市民を育むまちづくり(教育・文

4-3誰もが楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の推進（スポ

①スポーツ・レクリエーション活動環境の充実

2各種大会の開催

スポーツ振興課

スポーツ振興係

経常経費



種類

■指標

活動

指標

指　標　名 単　位

目標

目標

目標

指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

H30年度 R01年度 R02年度

       2.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       2.00        3.00        2.00

       0.00        0.00        0.00

北関東中学校野球大会実行委員会の開催

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　■改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了

少子化の進行に伴い，部員数の不足による廃部や合同チームでの参加が多くなり，参加チーム数が減少傾向にある。本大会は戦後の混
乱期に，青少年の現状と将来を危惧された先人達が立ち上げた大会で，本市にとっては特別な意味を持つ大会であることから，大会を
取り巻く諸問題について積極的に取り組み，大会の継続を図っていく

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了

上記評価のとおり。

回

Ａ 必要性は高い

Ｂ どちらとも言えない

改革・改善の具体的内容（改革案・実行計画）

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 改善の余地はない

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 順調である

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

歴史と伝統ある大会であるとともに，「する」スポーツに加え，「見る」スポーツ，「支
える」スポーツの振興に寄与している。

青少年の健全育成と体力の強化を図ることが目的とされ，行政で実施する意義がある一方
，中体連専門部や連盟が実施主体となることも考えられる。

実施主体と同様，手段についても検討すべきである。

スポーツ協会と大会運営に精通した野球連盟からなる実行委員会で運営しており，大会運
営に対するノウハウを持っている。

市内中学校はもとより，茨城県・栃木県から参加を募っている。また，多くの市民が野球
観戦に訪れている。しかし，行政主体で特定の競技の大会を主体的に開催している点から
，一概に公平であるとは言えない。

今回で７０回大会という歴史ある大会であり，前例にならう部分もある。

野球連盟の協力により，大会の進行，運営がスムーズに行えている。

参加中学校相互の交流と体力増進，健全な心身の発達に寄与するとともに，日頃の練習の成果を発揮する場として提供されている。運
営面も実行委員会や野球連盟の試合運営方法が確立されており，事業の意図は達成されている。また，伝統ある大会のため，将来にわ
たり今後も継続していかなければならないが，少子化により参加校が減少している傾向にある。
また，近年の夏場の酷暑により，熱中症が懸念されるため，大会の日程や規模の検討が必要である。

大会期間を延ばし，休養日を設けることや，規模縮小の検討が必要である。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

      85.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

      91.00       91.00       91.00

       0.00        0.00        0.00

参加中学校数 校

平成30年度行政評価シート


